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M2B学習支援システム講習会 実践演習

1. Moodleでのアンケート作成と活用方法
2. Moodleでのレポート提出・受取り方法
3. Moodleでの出欠の取り方
4. Maharaの活用方法
5. BookLooperの活用方法

＜演習内容＞
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• edunet
ユーザ名：SSO-KID@edunet

• kitenet
•ユーザ名：SSO-KID@kitenet

それでは、使いながら、利用してみましょう。

まず、無線LANに接続してください
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Ｍ２Ｂ学習支援システム サイト
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http://m2b.kyushu-u.ac.jp
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Moodle ログイン
• Ｍ２Ｂ学習支援システムサイトから
Moodleにアクセス

5

SSO-KIDで
ログイン
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「M2Bシステム_ガイドコース」にアクセス

教職員用コース
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Moodle
～ 自己登録方法について ～

※このコースでは、自己登録したユーザーは「教員」ロールで登録されます。

M2B.kyushu-u

授業で使用するコースは
事前に教員登録されます。
自己登録は不要です

※デフォルトでは、
登録キー無しで
自己登録できます
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１．アンケートを作成する
授業中、リアルタイムに学生にアンケートをとることが出来ます

＜アンケート項目＞
• はい・いいえ
• チェックボックス
• ドロップダウン式
• ラジオボタン式
• ラベル
• 数値形式
• 日付
• 測定尺度
• 短文記述形式
• 自由記述形式

全種類のアンケート項
目が入ったアンケート
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アンケート結果を閲覧する

1. 「アンケート」を選択

2. 「全回答の閲覧」を選択

実践
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アンケートを作成する

1. 「編集モードの開始」

2. 「活動またはリソースを追加する」

3. 「アンケート」を選択

4. 「アンケート名」を設定して

下記２項目について、アンケートを作成してみましょう。
• チェックボックス ・・・多肢選択のアンケートが作成できます
• 短文記述形式 ・・・記述式のアンケートが作成できます

実践

実践広場
をご利用ください
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アンケートを作成する
1. 「アンケート項目の追加」を選択

2. 「チェックボックス」を選択して
「選択した質問タイプの追加」を選択

3. 「質問文」に質問内容を設定

4. 「回答の選択肢」に回答を設定（１行に１回答）

5.

6. 「プレビュー」タブで確認しましょう

続けてアンケートを作成するには「アンケート項目」タブで戻ります

チェックボックス
実践
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アンケートを作成する

1. 「短文記述形式」を選択して
「選択した質問タイプの追加」を選択

2. 「質問文」に質問内容を設定

3.

4. 「プレビュー」タブで確認しましょう

短文記述形式

実践
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２．レポート課題
レポート課題を出すには、「課題」を使います

＜レポート提出タイプ＞
• オンラインテキスト

• ファイル提出

Edgeのブラウザをでは、
正常にファイルがアップ
ロードできません。
他のブラウザを

利用してください。
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提出課題を確認する

1. レポート課題をクリック

2. 「全ての提出を表示/評定する」を選択

実践
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提出課題を確認する
課題のダウンロード

全ての提出をダウンロードする
（ファイルの文字コードは“UTF-8 “です）

レポートに点をつける
①「クイック評定」にチェック
②評点を設定
③すべてのクイック評定の変更を保存する

実践
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３．Moodleで出欠をとる

• 手動出席（初期設定）：
教員が講義中、または、講義後に出席状況を入力

• 半自動出席：
教員が指定したキーワードを、学生が講義中に入力する
と出席

• 自動出席：
教員が指定した時間以内にMoodleコースにアクセスす
ると出席
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出欠をとる（手動）
自動出欠ブロック → レポート → 日付をクリック

「出」などをクリックすると
一括設定できます

「OK」で設定を保存

学生の出欠を設定してみましょう

実践
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半自動・自動出席機能の注意点

• 教室外でログイン
• SSO-KIDおよびパスワードを友人に教え
て代理ログイン

不正に出席をとる学生の事例があります

• 授業初回に、「不正出席が確認された場合は、
単位を与えない場合がある」などの旨を周知

• 時々、口頭で出欠を確認する
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４．Mahara活用方法

共有された日誌を見る

共有された日誌にコメントを書く

M2Bシステム利用申込

学生に日誌を書かせる

学生に授業日誌を書かせて、授業改善につなげます。

• 授業を履修する学生の日誌が
作成されます

• M2B事務局より共有日誌作成
のご連絡が届きます
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Mahara 日誌を書く

1. 日誌 画面を開く
Moodleのリンク
または

Maharaのリンク

2. 日誌を選択
「エントリを追加する」をクリック

3. 日誌を記入し、「エントリを保存する」をクリック

学生はどうやって
日誌を書くの？
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Mahara 共有された日誌を見る
1. 日誌の共有一覧を開く

Moodleのリンク
または

Maharaのリンク

2. 日誌の検索
「クエリ」欄にキーワードを入力

授業名で検索

学生が書いた日誌を
どうやって見るの？
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Mahara 日誌にコメントを書く
①「フィードバックを投稿
する」を選択

②コメントを入力

③「フィードバックを投稿
する」を選択

コメントが表示
されました
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5．BookLooper利用方法

BookLooperインストール
http://booklooper.jp/start

デジタル教材を閲覧

BookLooper利用の流れをご紹介します

SSO-KIDでログイン

ストア教材を探す
本棚にダウンロード

詳細は、教員用マニュアル ４.BookLooperを参照してください
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BookLooper活用方法

Moodleプラグインの利用で、
学生の予習・復習状況を把握

教材を準備（PDF)

M2Bシステム利用申込

Moodleに教材URLへのリンクを作成

BookLooper活用の流れをご紹介します

• 教材がBookLooperに登録され
ます

• M2B事務局より教材登録のお
知らせ・教材URLが通知
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BookLooperを利用した
学習ログ 機能のご紹介

予習達成率毎の学生分布を表示 ページ番号別に、受講学生の
閲覧平均時間を表示

受講学生別に、ページ毎の
予習達成率を表示

ページ番号別に、
マーカーがひかれた数を表示
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BookLooperを利用した
アクティブラーナーランキングのご紹介
M2Bシステムの利用履歴を数値化して、学生のランキングを表示します。

学生画面 教員画面

自分のランキング・氏名のみ表示
他学生はポイントのみ表示

全学生のランキング・氏名を表示
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BookLooperを利用した
閲覧ページランキングのご紹介

Booklooperの各教材の閲覧ページの
ランキングを表示します。

教材名の色は、上位３つの教材につ
いて、教材名をカラー表示します。

表示画面は
教員・学生ともに同じです
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BookLooperを利用した
学習活動成績予測グラフのご紹介
過去のmoodleコースでのデータ（出欠・授業外学習・レポート提出・小テスト）
から形成された学生の学習パターンを元に、
現在のコースにて学生の成績を予測します。

教員：全学生の学籍番号・氏名を表示
学生：自分のみ氏名・学籍番号を表示

他学生は匿名化で表示

このままの
学習状況で
も大丈夫？

「A」をとるに
は、どんな
ルートを通れ
ばいいの？ 他の学生はどれ

くらい頑張って
いるの？
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1. をクリック

2. 画面左下に が現れます

3. 追加するブロックを選択

4. ブロックが追加されます

ブロックを追加する

ここに追加
されます

紹介した機能を利用するには、ブロックを追加してください
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Ｑ＆Ａフォーラムについて
皆さまのご質問にM2B事務局が回答いたします。
「Ｑ＆Ａ」フォーラムより、
お問合せください。

質問する場合は、 をクリックします。

「メール購読」すると、トピック
を追加されるたびにメールを受け
取ることができます。
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分析レポート(BookLooper)
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分析レポート(Mahara)
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補足資料

• Moodleの利用を開始するには？
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マイコースから自分の講義を探す or 検索
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Moodle 授業コースの名前

YYYY年度○期・W△・科目名（教師名）

（例）
2015年度前期・月１・プログラミング演習（九大太郎）
YYYY ：西暦年度
○ ：前期または後期
W ：曜日
△ ：時限を数字で記入
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Moodle 授業コースの表示化
1. マイコースから授業コースを開く
2. 管理ブロックから「設定を編集する」を開く
3. 可視性を「非表示」から「表示」に変更

36

検索してコースが見つかる場合は、
「表示化」すると利用開始できます
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M2Bシステム利用申込

• Moodleでコース検索しても見つからない
• Maharaで学生にポートフォリオを書かせる
• BookLooperに教材を登録する

こんな場合は、M2Bシステム利用申込フォームより申請してください。
Moodle画面

https://moodle.artsci.kyushu-u.ac.jp/mod/questionnaire/view.php?id=8701
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課題、小テスト、投票などの
活動の追加方法
• 対象のコースを選択
• 右上の「編集モードの開始」を選択
• 「活動またはリソースを追加する」を選択
• 課題などを選択
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